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D。ハルバースタムの現代史認識  
～アメリカの朝鮮戦争～  
李  景 堀   
朝鮮戦争は、第二次世界大戦後の世界の民族解放運動の中で生じた要因の重  
層する戦争であった。南北朝鮮の民族同士の争いが、冷戦状況の中で瞬く間に  


















人の大半の関JLりま著しく低い。   
しかし、ハルバースタムは、イギリスの歴史家であるカー（E．H．Carr）の  
ごとく、歴史の連続性に着目し、現在の意味を過去との関係を通じて明らかに  
＊1David Halberstam．The Coldest Winter Americaand the Korean War，Hyperion，  
NewYork，2007．日本語訳は山田桝介・山田侍平訳『ザ・コールデスト・ウインター』上、   
下、文垂春秋、2009年。  































〔58〕   Ⅰ87 Dノ、ルバースタムの現代史認義  
の後の彼の著作においても見ることができる。   
その後ハルバー スタムは、変わりゆくメディアの世界と政治への影響を書い  
た『メディアの権力』（1979年）、米国経済の変化と政治への影響を取り上げた  
『覇者の翳り』（1986年）などを著し、いずれも出版界の注目を浴びている。彼  





















まれた著作である。   
老兵たちに会いに行くときの躊躇する心の内をさらけだすなど、ハルバース  
タムは実に人間的な側面をも持っている。  
＊2 Fザ・コールデスト・ウインターj下、470頁。   

















件を起こし、ソ連はそれを介入の口実にするだろうと公言していた。   
北朝鮮の侵犯が発生したとき、ただちに問われたのはアメリカの威信であっ  











＊3 アザ・コールデスト・ウインターニ上、129頁。   
Ⅰ8ぅ D．ハルバースタムの現代史認識  〔60〕   








＊4 で戦うことになったのである。安全保障理事会の6月27日決議は、国連加盟国  
が韓国に対して、武力攻撃を撃退しかつこの地域における平和及び安全を回復  



















＊4 同上、146頁。  
＊5 同上、140貢。   
〔61〕  比較文化論叢25Ⅰ84   
いことが多かった。しかし、アメリカ人は米軍兵士の能力を不用意に過大評価  
していた。最初に韓国に派遣された兵士は「精神、心理、士気、肉体の面で戟  
■6 う準備ができていなかった」のである。まさに米軍は、自分たちには理解出来  



























＊6 同上、203頁。  
＊7 徐相文（音訳）編著F6・25戦争史エ第1巻、国防部軍史編纂研究所、ソウル、2005年、  
129－132。  
＊8 『ザ・コールデスト・ウインター』上、207－208頁。  





















仁川上陸作戦   
前線に転機が訪れたのは、9月中旬に国連軍がソウル近郊の仁川上陸作戦に  
成功してからであった。マッカーサー国連軍司令官の指揮によってこの作戟は密  
かに研究され、9月15日に敢行された。北朝鮮軍は不意をつかれたことになる。   
仁川上陸作戦には、アメリカ海軍をはじめ、イギリス、フランス、カナダ、  
オーストラリア、ニュージランド、オランダなどの艦船を含む総計260余隻の  
●11 艦船と韓国の哨戒船4隻と掃海艇7隻が参加した。戦闘部隊の1万3千人の兵  
士が海岸の堤防と埠頭に殺到して攻撃が開始されたが、犠牲者は比較的軽く、  
＊12 作戦自体はスムーズに進行された。北朝鮮軍の主力部隊は、前述のように洛東  
＊9 同上、242頁。  
＊10 同上、436－438貢。  
＊11歴史群像シリーズ61、『朝鮮戦争』上、学研、1999年、128頁。  
＊12 『ザ・コールデスト・ウインター』上、439頁。  











これほど恐ろしい解放を味わった人びとはほとんどいない」   
前線は東西南北に拡がった。南に深く浸透した北朝鮮軍は北へと退き始めた。  
それを追って北上する国連軍の先頭部隊は38度線に近づいた。10月1日、韓国  





たのである。   
朝鮮戦争が始まってから3ヶ月が経過したこの時点で、38度線の突破は軍事  
的には避けられないものであった。韓国軍および米軍の北朝鮮への進軍を止め  
ることができるものは何もなかった。   
それはアメリカ国務省では、ケナンのような平和主義者が退場してしまって  
いた。マッカーサーに限らず、ラスク、グレスなどの強硬派が勢力を伸ばして  







＊13 同上、446頁。   

































比較文化論叢25Ⅰ80   〔65〕  
られ、それは外交筋を通して、英国および米国務省の高官らにも伝えられた。  
■14  


























中国の参戦   
話は戻るが、アメリカは朝鮮戦争が勃発する直前まで、戦争が起きることは  
予想していなかった。米中央情報局（CIA）は、北朝鮮が軍備を整えるに余念  
＊14 同上、475－477頁。  
＊15 金幸福r6・25戦争史』第2巻、国防部軍史編纂研究所、ソウル、2005年、95頁。  
＊16 http：／／www．koreanwar60．go．kr／20／2002000000．asp   
I79 D・ハルバースタムの現代史認讃  〔66〕   































＊17『ザ・コールデスト・ウインター』上、480頁。   
〔67〕  比較文化論叢25Ⅰ78   
命勢力であることを示すことにもなると判断し、決断を下したのである。この  
決断は、金日成からの要請を受ける前にすでに決めていたことであり、またス  
























でいたことを物語っている。   
双方とも相手の兵力をなんとか弱体化したとはいえ、どちらも戦争そのもの  
に決着をっけるだけの力はなかった。中国は約30万の兵力を前線に投入し、驚  
＊18 同上、481貢。  
＊19 Fザ・コールデスト・ウインターエ下、372頁。   
Ⅰ77 D．ハルバースタムの現代史認蓋  




なく、人の足によって行っていた。   
朝鮮に平和をもたらすにはアメリカの政権交代を待たなければならなかった。  














彼はもはや戦争の主役ではなく、どうすることもできなかった。   
朝鮮戦争の終結の条件に満足したものはひとりもいなかった。  
＊20 同上、422頁。   
〔69〕  比較文化論叢25Ⅰ76   
